
 

 

 
豪雨被災地・奄美市に豊岡の元気を伝達 

～ＪＡＣフェスティバル in AMAMI 2010「きばりんしょろう！奄美」～ 

 
市では、去る１０月２０日の豪雨災害により甚大な被害を受けた、鹿児島県の奄美大島

の復興イベントとして開催されたＪＡＣフェスティバル in AMAMI 2010｢きばりんしょろ

う！奄美｣に参加し、６年前、同様の水害から立ち上がった豊岡の“元気”を届けてきた。 

 

１．経 緯 

「ＪＡＣフェスティバル」は、日本エアコミューター（ＪＡＣ）が、就航する空港で不

定期に開催する航空イベントであり、前回は平成１５年に鹿児島空港で開催された。 

今年度は奄美空港（奄美市）で開催する予定であったが、１０月２０日の水害により一

時中止となった。しかし、復興イベントとしてこの度開催された。 

開催にあたり、ＪＡＣから他の就航都市に参加依頼があったため、奇しくも６年前の同

じ日に水害に遭い復興した豊岡市も激励しようと但馬空港推進協議会と一緒に参加した。 

 

２．豊岡が届けた“元気”の内容 

①豊岡市長からのメッセージと、市からの義援金１０万円を奄美市に届けた。 

②議員、市職員有志から募った義援金約３１万円を奄美市に届けた。 

③市のマスコットキャラクター「玄武岩の玄さん」も参加し、現地の子どもたちに元

気を届けた。 

【奄美市副市長 福山敏裕さんのコメント】 

「豊岡市からは災害等時にも連絡をいただいたうえ、本日は遠路はるばる駆けつ

けていただき本当に感謝している。 

先日２５日に避難所生活を強いられていた最後の市民の方を自宅に帰すことがで

きたが、道路の復旧などまだ課題が残っている。 

１日も早く立ち直り、元気な奄美の姿をお見せすることでご恩返しをしたい」 

 

３．イベント概要 

（１）日時 

平成２２年１１月２８日（日）１０：００～１５：００ 

（２）場所 

奄美空港 ＪＡＣ格納庫周辺（鹿児島県） 

（３）内容 

     ○職業疑似体験（パイロット、キャビンアテンダント、整備士） 

  ○航空教室 

  ○ＪＡＣグッズ販売 

  ○撮影会 

  ○奄美特産品の販売 

  ○ライブ（奄美大島の歌手・バンド） 

  ○絵画コンぺティション 

 

（４）主催 

日本エアコミューター㈱ 

 

資料 ３ 



 

 

 

（５）その他 

＜但馬空港推進協議会の参加＞ 

①コウノトリスウィーツのプレゼント（１，０００個） 

②但馬・冬の味覚「松葉ガニ」の振る舞い 

③大抽選会への商品「但馬牛」の提供 

④兵庫・但馬の紹介コーナーの設置   ほか 

 

   《参考》 

     特に被害が大きかった奄美市には、１０月２１日に市長からの激励メッセージと

ともに災害ごみ処理に関する資料と水害サミットでまとめたトップの心構えを送

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔問合せ〕都市整備部都市整備課 ℡0796－2２－１８８０ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

奄美大島の皆様へ 

 

私たちの住む兵庫県豊岡市も六年前の

十月二十日、奇しくも同じ日、死者 7 名と

いう大きな水害に遭いました。 

膨大な泥とゴミに囲まれ、絶望に打ちひ

しがれていた時、立ち上がる勇気をいただ

いたのが、全国から寄せられた温かい声援

でした。 

本日は、ともにＪＡＣが就航する都市と

いうご縁もあり、市のマスコットキャラク

ター「玄武岩の玄さん」が豊岡の元気をお

届けにまいりました。 

奄美大島の皆様が、かつての私たちと同

じよう立ち上がり、元気を取り戻されるこ

とを信じ、豊岡の空の下から応援していま

す。 

 

平成 2２年 11 月 24 日  

 豊岡市長  
 
 

署名 

豊岡市長メッセージ 



 

 

   

   
 

  
  現地の子どもたちに「元気」を届ける玄さん 

   
  現地の放送局の取材を受ける玄さん    豊岡からの応援メッセージに見入る奄美市民 

  
義援金を受取る福山副市長(左)     冬の味覚の王者焼きガニの振る舞い 

 


